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1.はじめに

背景

これまでの自動できる直交表は水準数が 2か 3, 強さも 2に限定さ
れていたが, ソフトウェアテストにおいて, より多因子かつ多水準に
対応した直交表の自動生成が必要であった.

背景 2

直交表を有限射影幾何を用いて構成する基礎理論はあったが, 実際
にコンピュータ上で自動生成することは簡単ではなかった. そこで
コンピュータ上で自動生成するアルゴリズムを開発し実用化した.
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1.はじめに

結果

多因子 (50), 多水準 (2,3,4,5,7,8,9), 強さ (2,3,4)に対応し, 混合水準
の直交表を有限射影幾何を利用して自動的に生成できるソフト
GaloisSoftTestを開発した.



1. はじめに

2. 課題

2. 課題

2. 課題

2. 課題

4/9

1.はじめに

直交表の定義

水準が複合している場合について
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2課題

直交表の例
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2. 課題

混合形の直交表を生成する

1 有限体 GF (q)上に, ある性質を持つm ∗ n行列 Gを考え, 実験
回数が qn である直交表は

2 q 水準系の混合形で強さ 2の直交表を生成するには, 水準数 q
はある素数のべき乗であり, q1の因子数m1, q2の因子数m2と
する.(q1 > q2)
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2. 課題

PICTとの比較

1 オールペア法と直交表の比較のため PICTと GaloisSoftTest
を比較した.表 9はテスト回数の比較である.
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2. 課題

網羅率の比較

1 網羅率と網羅効率をそれぞれ比較した表を表 10, 11に示す.
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おわりに

おわりに

1 多因子かつ多水準の直交表自動生成ソフト GaloisSoftTestを
開発した.　 GaloisSoftTestは有限射影幾何の理論をベースに
構成されており, 因子数と水準数, 強さが与えられたとき最適
な (テスト回数最小の)直交表が生成できる.

2 　オールペア法との比較をし, GaloisSoftTestが優れている場
合があることを確認した.
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